
第2四半期のご報告
第154期

2018年4月1日～2018年9月30日

173,758千株

34,177名

証 券 コ ー ド
事 業 年 度
剰余金の配当受領株主確定日
定 時 株 主 総 会
単 元 株 式 数
上場金融商品取引所
株 主 名 簿 管 理 人
連 絡 先

発行済株式の総数

株 　 主 　 数

6988（業種：化学）
毎年4月1日から翌年3月31日まで
3月31日（期末配当）、9月30日（中間配当）
6月
100株
東京証券取引所
三菱UFJ信託銀行株式会社
〒541-8502  大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
電話:0120-094-777（通話料無料）

■ 株式の状況 （2018年9月30日現在） ■ 株主メモ

〒530-0011 大阪市北区大深町4番20号 グランフロント大阪 タワーA 33階 

※株式に関するお手続きについては、当社ホームページをご覧ください。
https://www.nitto.com/jp/ja/ir/stock/procedure/

所有者別分布状況

外国法人等
61,474（35.4%）

自己株式
16,927

（9.7%）

金融商品取引業者
8,639（5.0%）

その他の法人
5,710（3.3%）

金融機関
66,804

（38.4%）

個人その他
14,201

（8.2%）

（単位：千株）

Nitto公式Facebookページでも情報を発信しております。
https://www.facebook.com/nitto.branding/

173,758
千株

日東電工株式会社は、
2018年10月25日に創立100周年を迎えました。

日本の藝と道具の店が、

京都に誕生。

粘着テープ分野におけるB to C市場では、コロコロ®

を開発したNittoグループの株式会社ニトムズが掃除
用品、文具など暮らしにまつわるホームケア製品を
中心に展開しております。

Nittoグループでは、2015年12月、東京・代官山に
文具を中心に展開する「STÁLOGY LABORATORY 
TOKYO」を出店しており、この度、2018年9月に京都・
八坂に「日東堂（にっとうどう）」を開店しました。

国内外から多くの旅行客が訪れる京都の「日東堂」
からNittoブランドを世界に発信していきます。近くに
お越しの際は、是非お立ち寄りください。

住　　所： 京都府京都市東山区八坂上町385番地の4
アクセス： JR京都駅よりタクシーで15分。

京都市営バス「東山安井」「清水道」より徒歩5分。
営業時間： 10：00～18：00
定 休 日： 不定休
電　　話： 075－525－8115
取扱商品：「コロコロ」、「STÁLOGY」、「HARU stuck-on design；」、「decolfa」他
Ｕ Ｒ Ｌ： https://nittodo.jp/



　日東電工株式会社(以下Nitto)は、2018年10月25日に
創立100周年を迎えました。
　Nittoの発展を長年支えてくださったステークホルダー
の皆様へ心より感謝申し上げます。Nittoは1918年に、
電気絶縁材料の国産化を実現するべく東京大崎にて創業
して以降、お客様とともに歩み続け、基幹技術である粘着
技術や塗工技術を活かし、エレクトロニクス、自動車、住宅、
インフラ、環境および医療関連などの領域で、様々な製品を
提供しグローバルに事業を展開してまいりました。Nittoは
これからも、経営理念「新しい発想で　お客様の価値創造に
貢献します。」の下、社会の変化をチャンスと捉え、お客様に
認めていただける価値を継続的に創出してまいります。

　6月から9月にかけて日本では地震、豪雨、台風といった
自然災害が発生しました。被災された地域の一日も早い
復旧を心よりお祈り申し上げます。
　2018年度上半期を終えて、インダストリアルテープの
売上は堅調に推移しましたが、オプトロニクスは主力の情報

機能材料がスマートフォン市場の影響を受けました。その
結果、前年同期比で売上収益は5.7％減の402,532百万円、
営業利益は24.7％減の51,365百万円となりました。下半期
はスマートフォン市場の立ち上がりを見込んでおりますが、
今年度の業績予想を売上高8,300億円、営業利益1,150
億円へ見直しました。

　Nittoグループは株主の皆さまへの安定的な利益還元を
経営上最重要課題の一つとしており、利益水準、設備投資、
財務状況を総合的に勘案して、中間配当金は１株につき90
円とさせていただきます。なお、2018年度の年間配当は
前年度より20円増額した年間180円を予定しております。

創立100周年を迎えて

利益還元について

2018年度上半期を終えて

代表取締役 取締役社長
CEO・COO

髙﨑 秀雄

TOP
MESSAGE

トップメッセージ

2016年11月に気候変動抑制に関するパリ
協定が発効しました。NittoではCO2削減への
貢献として、2006年にNitto尾道事業所に導入
した小規模設備に続き、2018年2月に全量自家
消費型太陽光発電設備をNitto東北事業所にて
本格稼働させました。東北事業所ではライフサイ
エンスに関連する経皮吸収型テープ製剤などを
生産しております。太陽光発電設備の活用により、
地域の電力需要のピークカットに貢献し、大規模
停電発生時の事業継続対策にも寄与します。

東北事業所の太陽光発電の取り組みTOPICS2中国での偏光板前工程設備の完成TOPICS1
偏光板の前工程設備が中国・深圳日東光学

有限公司に2018年7月に完成いたしました。
Nittoグループが初めて中国に導入する偏光板
前工程設備で、世界最薄の超薄型偏光板を生産
します。最新の設備と技術を活用し、ますます成長
が予想される中国ディスプレイ事業において、
お客様からの高いご要望にお応えしてまいります。
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上半期は、電子部品における一部のプロセス材料や工業用材料が好調に推移しましたが、スマートフォン
向け光学フィルムなどの需要が低調だったため、グループ全体では前年同期比で減収減益になりました。

2019年3月期通期予想及び資金状況を踏まえ、1株あたり年間配当は、従来予想通り前年度より20円
増額の180円を予定し、中間配当金を90円とさせていただきます。
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業績ハイライト ※2014年度より国際会計基準 IFRSを適用しています。
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